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１　はじめに
　イギリス庭園は、大地に広がる自然の風景を活かして
いることから、日本庭園の自然を縮景にした作庭技法と
は共通点が多く、かねてより関心を持ち、昨年の夏季休
暇を利用してイギリスを訪問した。
　訪問地はロンドンとイギリス南部であった。平成21年
８月26日に関西新空港を発ち、韓国インチョン空港を経
由して、ロンドン、ヒースロー空港に到着。庭園・公園・
植物園など16箇所をレンタカーで巡った。走行距離は
2000kmを超え、そのなかから印象深い庭園・史跡・植
物園を紹介する。なお、本報告は、筆者が現地を見た、
あるがままの姿を読者に伝えることを目的にしているこ

とから、場の印象を拙文と写真で説明する手法をとる。

２　イギリス式庭園とは
　イギリス庭園は、建築に付随した造形的なデザインの
イタリア式庭園、あるいはベルサイユ宮殿に代表される
幾何学的なデザインのフランス式庭園とは異なり、美し
いイギリスの自然風景が庭園のなかに造り出されている。
　起伏のある大地に森・林・芝生などが広がる風景が庭
園のなかに表現されている。ゆえに、このイギリス式庭
園はしばしばイギリス風景式庭園、あるいは単に風景式
庭園とも称されている（1）。
　一方日本庭園は、平城京跡の東院庭園にみる大海に荒
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磯を再現した風景や、大徳寺大仙院にみる深山幽谷から
流れ出た渓流が大河となり、やがて大海に至るという自
然の縮図を再現している。筆者はイギリス庭園と日本庭
園はデザインの手法は異なるものの、何れも自然をテー
マにしていることから、思想的には相通じるものが多い
と捉えている。

３　自然の美しさの賛美
　庭園のなかに自然風景の美しさを取り入れようという
動きは特に18世紀になると強くなっていく。それは造園
家ではなくジャーナリストであった。したがって、実際
に造るというよりも、むしろ理念が先行しているといえ
る。イギリス式庭園の黎明期とは、文による主張のなか
に、その萌芽が見られた。
　随筆家で詩人のアディソンは、1716年に記した「スペ
クテイター」紙上で、庭園に関する論説を書いている。
広大な自然の野原のなかでは、眺めることはなんら拘束
を受けないとして、「自由」という考えを自然の賛美の
なかにおいたのである。フランス式庭園が視線をビスタ
の方向に拘束することが念頭にあったのであろう。これ
らのエッセイのなかには実践的な提案はなかったが、庭
園の境界を見直し、風景と庭園の美を一体にして考える
試みが述べられている。そして彼自身が所有している土
地に庭園を造り、その一部に不規則な植栽を行い、曲が
りくねった小川を造っている。
　詩人アレクサンダー・ポープ（1688～1744）は、「ガー
ディアン」紙でトピアリー（2）を非難している。そしてさ
らに整形式庭園を非難し、あるがままの自然の美しさを
賛美した。しかしながらポープもアディソン同様、自身
の領地で自然風の庭を造ったのだが、残念ながら整形的
なデザインから脱し切れなかったようである。
　造園家の主張も残されている。スティファン スウッ
ツァー（1682～1745）は著書「イコノグラフィア・レス
ティカ」において、庭園は視線を閉じ込めたり、広大な
自然のなかで足を止めさせる壁により囲まれるべきでは
ないと主張している。
　このように、18世紀の初頭は自然風景の美しさを庭園
に取り入れる主張が強くなされた。それはいわば庭園批
判のなかのことであったと、伝えられている（1）。

４　庭園
　イギリス庭園の多くはナショナルトラストが経営して
いた。持ち主は税金の支払いなどに対応できず、ナショ
ナルトラストが経営を引き継ぎ、維持管理、運営管理を
担っていた。わが国ではナショナルトラストによる、こ

のような規模での経営事例は少ない。
　訪れた日がウィークデイながら、いずれの庭園も多く
の来園者で賑わっていた。視察コースはロンドンから南
下してイギリス南部のブライトンを経て、イギリス海峡
沿いを西に進み、セント マイケルズ マウントで折り返
し、ロンドンに戻るルートをとる。

４‒１　スコットニー　キャッスルガーデン
　自然地のなかの古城に庭園が配されていた。それは、
まるでおとぎ話しの絵本から抜け出たようなロマン
ティックな古城の景観そのものであった。面積は約
560ha である。1380年に建造され、1835年まで改築が繰
り返された。その一部は居宅として今も利用されている。
　ピクチュアレスクスタイルの代表で、絵画のような景
色をみることができる。年中彩りの絶えない庭となるよ
うに様々な植物が植えられていた。古城を眼下に、春に
はシャクナゲやアザレアが色鮮やかに咲き乱れ、藤がか
らまる古城の景観は、鏡のような湖面に写り（写真１）
桃源郷のような世界をつくりだすといわれている（3）（写
真２）。

写真１　湖面に写る古城（4）

写真２　全景（4）
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　古城に付帯する庭園は四方をレンガの壁に囲まれ、そ
の中心部にオブジェが配され、それを円形の芝生地が囲
むように広がり、花木、草花がランダムに植えられてい
た。円を主体にした整形式庭園であるが、植物は群植を
基本としていたことから、整形、自然が調和した景観が
楽しめる（写真３）。
　また、古城の周辺には寄植え花壇が配され（写真４）、
壁面にはつる性植物が可憐な花をつけ（写真５）、

Quarry ガーデンの自然林をつなぐ階段周りの植栽もシ
ダや草花が細かく配され、来園者の視線をひきつける（写
真６）。

４‒２　ウェイクハーストプレイス
　ウェイクハーストプレイスは自然林の一角に、研究施
設と庭園が配されていた。研究所のファサードには湿生
植物、花壇など、様々な見本園が配置され来園者を出迎
えてくれる。展示は植物の生育環境を再現する生態展示
の手法をとる（写真７）。
　研究施設はシードバンクの機能を持ち、外側からガラ
ス越しに研究室を見ることができた（写真８）。種子の
保存、分析、活用の研究の様子が見て取れる。分野別の
研究室が並び、白衣をまとった研究者が顕微鏡を覗いて
いた。このような研究環境を来園者にアピールしている。
他国の研究の追随を許さない緊張感が伝わってくる。日

写真３　中心にWell Head を配した古城の前庭

写真４　古城周りの景観

写真５　外壁の修景

写真６　階段周りの修景（4）

写真７　シードバンクのファサードの湿性植物園
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本の植物園では見られない光景だ。
　敷地内の一角に、生垣に囲まれた整形式庭園がある。
庭園の中心には彫刻・池・広場などが配され、そこから
十字型の園路が周辺に伸び、左右対称のシンプルなデザ
インとなっている（写真９）。
　庭園に隣接して修景式の花壇が配されていた。寄植花
壇である。花は一見、無造作に植えられているように見
えたが、花の色、草丈の高低差、ボリューム感が不思議
と調和し、思わず見とれてしまう（写真10）。また、ビス
タ（5）が通り、左右対称の修景花壇も見所である（写真11）。

４‒３　ナイマンズガーデン
　ナイマンズ ガーデンは1890年から整備が始まった。
家屋と13種類に及ぶ庭園で構成され、面積は約240ha で
ある。残念なことは1947年に家屋が火災で焼失したこと
である。庭園はおよそ100年の歳月をかけて、三代のガー
ディナーにより造られた。
　1987年の大嵐で、庭園の80％の樹木がなぎ倒されたが、
管理を引き継いだナショナルトラストが傷ついた貴重な
樹木を挿し木により蘇らせたのである。自然林のなかに
庭園を巧みに造りこんでいる。トピアリー（2）、修景花壇
などの人工的な景観が自然林に映えて美しい庭園を構成
している。
　幾多の困難にもめげす、素晴らしいガーデンとして守
り育てたガーディナー魂に感動を覚え、英国人としての
誇りを再認識するガーデンといえる（6）。
　ナイマンズガーデンは庭園全域にテーマを持ってい
た。エントランスを入ると円錐形の樹形が美しいコニ
ファー（7）の列植が、背後の自然林と調和していた（写真
12）。ビューポイントには展望台が配され、庭園外の田
園地、丘陵地の遠景観が楽しめる（写真13）。
　日本庭園には石組み、燈籠などが配されているが、そ
こには垂直性の強いコニファー（7）が配され違和感を覚え

写真８　ガラス張りの研究室

写真９　求心性の高い整形式庭園

写真10　館まわりの花壇

写真11　ビスタ（5）が通る修景花壇 写真12　コニファー（7）と自然林
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た。日本の伝統庭園を構成する燈籠と、西洋の植物を組
み合わせた手法は明らかにミスマッチである（写真14）。
　注目すべきはビスタ（5）が通ったウォールガーデンで、
トピアリー（2）のゲートをくぐると（写真15）、まるで錦
絵のようなフラワーガーデンが拡がっていた（写真
16）。その隣にはローズガーデンのような庭園が続き、
緩やかに曲がった園路沿いに植えられた、色鮮やかな花

が咲き乱れる寄植花壇があった（写真17）。林内には、
年中紅葉したような葉の色が楽しめるカエデが配され、
カラーリーフ（8）にも配慮した植栽が行われていた（写真
18）。
　このようにナイマンズガーデンは、自然林のなかにコ
ニファー園、フラワーガーデン、パティオと、植物の特
徴を活かした庭園が巧みに作りこまれた庭園といえる。

写真13　ビューポイントの展望場

写真14　燈籠とコニファー（7）がミスマッチの日本庭園

写真15　中央部にトピアリー（2）のゲートをみる

写真16　ビスタ（5）が通るフラワーガーデン

写真17　スラロームを活かした園路と花壇

写真18　葉の色を楽しむカラーリーフ（8）
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４‒４　モティスフォントアビー
　モティスフォントアビーは田園風景のなかにあった。
イギリスの国土は丘陵地が主体で、急峻な山岳風景を見
ることはなかった。その丘陵地を縫うように道路網が整
備されている。
　モティスファントアビーは、そこを走り抜けた田園風
景のなかにあった。平坦な穀倉地のなかに屹立するよう
な樹林地があり、それがモティスフォントアビーだった。
整備は1086年より始まった。疎林、散開林のなかに川が
流れ、館、庭園が配置されていた。それは日本の風致公
園に近いものと受け止めた。

　エントランス部は放牧地に接しており、牛の出迎えを
受けた。川の水は澄み、駐車場は砂利敷きで（写真
19）、そこからは庭園も建物も見えない。つまり、入り
口に立っても樹林地しか見えなかったのである。
　一瞬ここは、イギリスの農家の生活風景を見学すると
ころかなと思いながら、ゲートをくぐり、マスが泳ぐ小
川の橋を渡ると、一転してまぶしい、まるで緑のカーペッ
トを敷き詰めたような草原が広がり、その向こう側にピ
ンク色の館が見えた（写真20）。心憎い演出である。「空
間を閉じて開く」手法が用いられていたのである。この
ような手法は桂離宮、銀閣寺などにも見られ、特段珍し
くないが、わかりきっていても、ここでは衝撃的な印象
を受けた。
　これらの奥に、レンガの壁に囲まれたウォールガーデ
ンがあった（写真21）。ゲートをくぐるとビスタ（5）が通っ
た花壇が広がっていた。その景観は花の波が押し寄せる
ようなデザインだった。色もピンク、イエロー、ブルー、
レッドなどの配色が美しく、茎丈の高低が景観を引き立
てている（写真22）。バラ園も美しい。
　そこに隣接して整形式庭園が配されていた。庭園の縁
取りにはツゲの刈り込みが配され、なかにシロタエギク
が植えられていた。濃緑、淡緑の葉色のコントラストが
美しい（写真23）。目を引いたのが樹木のトンネルだっ
た（写真24）。樹冠が重なりあい、くぐると冷っとした。写真19　高い樹林に囲まれた駐車場

写真20　コーヒーショップ、本屋などが入った館

写真21　ウォールガーデンのゲート

写真22　ビスタ（5）の通った修景花壇

写真23　ツゲとシロタエギクによる整形式庭園
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わが国の庭園ではあまり見かけない方法で、これも暑さ
をしのぐ樹芸の一つと受け止めた。
　モティスフォントアビーの魅力は、広々とした芝生空
間のなかに川が流れ、巨木が点在し、シンボリックな館
が配された開放的な景観と、ウォールガーデン内の自然
式庭園と整形式庭園が調和した景観といえる。

４‒５　ナイツヘイズコート
　ナイツへイズコートは、森のなかに佇む貴族の館その
ものであった。周辺の森は常緑、落葉混交の自然林で覆
われ、管理が行き届き美しい。自然林を抜けると庭園の
メインゲートがあり、その周りには天をつく巨木と、広々
とした草地の景観が目に入る（写真25）。ダイナミック
で美しい景観に思わずため息が出る。
　館は世界遺産に指定されている。外観は玄関の屋根に
十字架が飾られ、切妻の屋根とレンガの外壁が、どっし
りとした重量感と風格を醸し出し、歳月の積み重ねを感
じた（写真26）。室内に入ると装飾、調度品の素晴らし
さに貴族の生活がうかがえた。天井に届く書棚には本が
びっしりと並び、そのボリュームに驚いたが、写真撮影

禁止が残念だった。
　庭園は館の南側につくられていた。建物沿いに曲線状
の刈り込みが配された植え込みや（写真27）、ボーダー
花壇が配されている（写真28）。館の中心から軸線が南
に伸び、階段で地盤が下がり草地に繋がり、遠い丘陵地
を見渡せ、見事な眺望景観をつくっていた（写真29）。
　ここがナイツへイズコートの見所である。階段をおり
て館を振り返ると、建物のボリューム感を感じ、圧倒さ
れる（写真30）。日本庭園にはない見せ方である。
　ナイツヘイズコートの魅力は、自然林豊かな高台と、
緩斜面の地形を活かして館を配し、ビスタが通るスペク
タルな眺望景観が楽しめるところにある。

写真24　樹木のトンネル

写真25　残存する巨木

写真26　世界遺産に指定された館

写真27　曲線を活かした生垣

写真28　建物の足元を彩る花壇
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４‒６　キラートンハウス
　キラートンハウスは丘陵地の疎林、散開林のなかに
あった。林はじゅうたんを敷き詰めたような芝生に映え
美しく（写真31）、庭園を引き立てている。その一角に
ピンク色の館が位置し、色鮮やかな修景花壇がその周り
を飾っていた。館と花壇が一体化した景観はメルヘン
チックで、まるでおとぎの国のような印象を受けた（写
真32）。建物、庭園などは1778年から建造が始まり、240
年の歴史を持つ。
　キラートンハウスで六つ目の訪問となり、そろそろ見
る目が慣れてきた。何れも素晴らしい景観とふれあえた。
ここでも、ガーディナーの献身的な管理が花壇を守って
いたのである。また冷涼な気候が植物の種数を抑え、高
温多湿のわが国とは違っていた。日本でみるセイタカア
ワダチソウ、クズなどは見なかった。
　キラートンハウスの修景花壇は、一年草、多年草、宿
根草、コニファー（7）、木本類（花潅木）などから構成さ
れ、通年、花が咲くように計画されている。また葉の色
の組み合わせも美しい。カラーリーフ（8）のモデルがここ
にある。花壇のデザインは前面の花丈を抑え、後面を高
くし、花壇全体に立体感をつけていた（写真33）。

　イングリッシュガーデンの真髄をみたような気がし
た。園芸雑誌を飾るモデルがここにある。デザインの基
本は花の品種、それぞれの良さを活かしているところだ。
しかも、風のそよぎ、木漏れ日を活かし、情緒感を演出
している。花の種類も多く、冷涼な気候が花期を長らえ
ていた。花、葉の色などが巧みに組み合わされているこ
とから、これらを一言でいうと、多様性・多変性に集約
されるのではないか。雑多な感じがしないところに、ガー
ディナーの技がしのばれる。
　庭園の出口で珍しい光景を目にした。それは草を食む
羊の光景だった。草地の管理に一役買っていたのである。

写真29　南側に伸びる眺望景観

写真30　高台に建つ館

写真31　周辺の樹林には世界中から樹木を集めている

写真32　館と修景花壇

写真33　寄せ植え花壇の見本
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癒しを感じるひとときでもあった。
　キラートンハウスの魅力は建築と花をうまく組み合わ
せたことである。しかも羊を草地管理に組み入れ、人件
費削減と資源循環を実践し、環境にも配慮していたこと
である。

４‒７　ストアーヘッド
　ストアーヘッドの庭園は18世紀に、ヘンリーホア２世
により造られた。森と泉と廃墟の館が調和融合した神秘
的で美しい景観は、度々「パラダイス」と称され、世界
で最も美しい庭園の一つといわれている（9）。
　敷地は1072ha、セントラルパークが三つ収まる面積
である。ビジターセンターからウォールガーデンを経て、
かつての作業場、使用人の住宅を利用したオフィス前を
通ると、小雨に煙る幻想的な森と池の自然風景式の庭園
が迎えてくれた。
　その景観は、はじめに木立の間から見え、次第に広が
りを見せる（写真34）。５連のアーチ橋が美しい（写真
35）。庭園全体にモヤがかかり、まるで墨絵の世界を見
るようであった（写真36）。池沿いにはスラロームの美
しい小道が配され、巨木、疎林、花壇などとの景観とふ
れあえる。また所々にはパンテオン、コテージ、アポロ
の神殿（写真37）、フローラの神殿などの休憩施設が配
され、池の眺望を楽しむことができた。
　驚いたのはグロットーと呼ばれる洞窟内に彫刻物が配
された施設である（写真38）。なかには小川が流れていた。
そこは避暑の場として利用されたそうである。このよう
に、小道沿いの景観は実に多様な表情を見せる。視線を
遠くにやると小高い山と水面が調和した遠景観が楽し
め、視線を間近にやると、花、樹形などの近景観が楽し
める。このような景観の変化を満喫しながら、そぞろ歩
きを楽しむのが、ストアーヘッドの魅力である。
　このようにストアーヘッドには、一部整形式庭園が
あったものの、自然美を追求していた池を中心とした庭
園に見所があった。小雨に煙る幻想的な池の景観、とこ
ろどころに咲くアジサイの花、木立の深い木々を縫うよ
うなスラロームの園路、そして生き物の生息地である湿
地などが（写真39）、池周辺に巧みに配され、いくら歩
いても飽きが来ない景観が続いていた。そこには自生種、
外来種の植物が混在していた。それは人工ダムの池に少
し手を加えただけでつくられた景観なのだが、なぜか見
入ってしまう。これがイギリスの自然風景式庭園の原点
であると受け止めた。決して、花で飾りつくしたのがイ
ングリッシュガーデンではないことを、ストアーヘッド
が教えてくれた。

写真34　木立の間からの景観

写真35　５連のアーチ橋

写真36　アポロの神殿からの池の眺望

写真37　小道沿いのコテージ
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４‒８　ストーンヘンジ
　⑴　概要
　ストーンヘンジは今回の研修ツアーで最も期待してい
た史跡だった。ストーンヘンジは今から5000年前の新石
器時代に築造された。当初は外周に土塁と掘が造られた
ものだけであった。その後、2500年前に木造建築物が築
造されたが、それが朽ち果てると本格的な石造建築物に
建て替えられ、改修と築造が繰り返され今日に至り、世
界遺産に指定された。ストーンヘンジ周辺にはロビン
フッズボール、カーサス、レッサーカーサスなどの遺跡
が点在し、その遺跡群の面積は2600ha に及び、年間観
光客は85万人である（写真40）。
　ストーンヘンジがいつ、誰の手により、どのように造
られたのか正確に解明されておらず、考古学に大きな期
待が寄せられているが、未だ解明されていない。それが
魅力となっており、多くの観光客をひきつけている（10）。

　⑵　初期のストーンヘンジ
　初期のストーンヘッジは紀元前3000年頃に造られたも
のではないかと推定されている。外周は土塁と堀で造ら
れており、正面入り口は夏至の日の出の方向に示されて

いる（写真41）。それは意図されたもので、ストーンヘ
ンジはその頃から、太陽の運行に関連するものだったと
伝えられている（10）。

　⑶　木造段階
　木造段階の歴史は紀元前2900年から2600年頃とあいま
いだが、目的は埋葬場所であったことが明らかにされて
いる。木造段階は周壁沿いと中心部の外周沿いに、木柱
が均等間隔で配されていたと伝えられている（10）。

　⑷　石造段階
　石造段階は紀元前2550年から1930年にかけて造られた
という。初期はウェールズのプレセリ山脈から多数のブ
ルーストーンが運び込まれたが永続せず、その後サーセ
ン石により馬蹄形に配置され巨大な外環が造られたと伝
えられている。時代は紀元前2300年前後だったらしい。
その後2280年から1600年にかけてストーンヘンジに最終
的な変更が加えられ、今日に至る。
　このように1000年を超える整備は、太陽のための神殿
の創造といわれている。重要なのは整列線である。馬蹄
形に配列された石の開口部から入り口を通過する線は、

写真38　避暑用の洞窟（グロットー）

写真39　湿地

写真40　ストーンヘンジを俯瞰（10）

写真41　初期のストーンヘンジ（10）
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前述したように夏至の日の出と、冬至の日没の方向を示
している。この二つの時期を祝福するためにストーンヘ
ンジがつくられたのである。
　ストーンヘンジでどんな儀式が執り行われていたのか
は想像の域を出ないが、列石のなかに入ることを許され
たのは、ごく限られた人物だけでなかったかといわれて
いる。ここでは、ストーンヘッジ築造という偉業に参加
するために、はるばるやってきた人達も儀式に参加し、
季節の移り変わりを、その目で確かめたのではないかと
いわれている（10）。

　⑸　ストーンヘンジ以降
　ストーンヘンジの最終的な築造は紀元前1600年頃に終
了したといわれている。その後の利用は明らかにされて
いないが、農作地として利用されたようである。西暦
645年ごろに一人の男性がストーンヘンジで斬首され、
埋葬されたという。犯罪者として処刑されたものと伝え
られている。それがきっかけに、ハンギングという言葉
が用いられるようになり、それは列石が絞首台に似てい
るからであり、それがヘンジとなり、ストーンと合体化
して、今日のストーンヘンジとなったといわれている（写
真42）（10）。
　それにしても、不思議な景観で神秘性を感じる。季節、
朝夕の違いでストーンヘンジの表情が随分異なる。ス
トーンヘンジは今日、観光地となり、見学ルートには英
語・日本語・フランス語・ドイツ語などによる解説を備
えつけの携帯電話でサービスを受けることができる。
　ストーンヘンジの歴史を聞き、思い出されたのが国営
飛鳥歴史公園の石舞台地区である。ストーンヘンジに勝
るとも劣らない巨石が用いられている。それをどのよう
にして運んだのか、恐らく丸太をコロにして大勢の人が
引き、転がしながら運んだのではないかと伝えられてい
る。ストーンヘンジも同様と聞く。
　洋の東西を問わず、人間が巨石などの重たいものを運

ぶ方法は同じであったことを学んだが、レッカーなどの
重機がない時代、人力や動物の力だけで運び、世紀の大
事業を完成した先人の創意工夫に、敬意を表した次第だ。

４‒９　オックスフォード大学植物園
　オックスフォード大学の植物園は薬草園として開設さ
れ、約350年の歴史を持つ。
　見所は桝目に区切られたグリッドパターンのデザイン
による整形式庭園である。ゲートをくぐるとビスタ（5）が
通り、その軸線は植物園の最奥部まで通る。庭園のなか
ほどには円形の池と広場が配され、中心部には噴水があ
がる（写真43）。シンメトリーな景観が続くことから、
見入るように引き込まれる。
　これらの外側には桝目に区画された用地にフラワー
ガーデン（写真44）・ロックガーデン・ハーブ園・コニ
ファー園・薬草園などが配されていた。
　見所は建築にもあった。エントランスゲートは重厚で
歴史を感じた。それは周辺の歴史的建築郡との調和を意
識したものと思われる。
　このように、多種多様な植物が整形式庭園として整え
られ、建築と一体化したオックスフォード大学の付属植
物園は、植物の魅力を修景化した庭園と歴史的建築が楽
しめる、イギリスならではの植物園といえる。

写真42　今日のストーンヘンジ（11）

写真43　ビスタ（5）が通るシンメトリーな景観

写真44　フラワーガーデン
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４‒10　アスコットハウスガーデン
　アスコットハウスガーデンは、トピアリー（2）が多く、
丁寧に刈り込まれた庭園の代表作といえる。　
　ゲートをくぐれば、しばらく美しい疎林を眺めながら、
園路はビスタ（5）の利いた刈り込みの並木道へと続く（写
真45）。やがて、白壁と格子模様の梁・柱、そして三角
屋根が調和したおしゃれな館が迎えてくれる（写真46）。
　整形式庭園の代表ともいえるフランス式庭園と似てい
るが、湿地などの自然風景式庭園を取り入れているとこ
ろにイギリス庭園の特長がある。
　アスコットガーデンの特徴は、樹芸の極めともいうべ
きトピアリー（2）や、噴水・オブジェ・花壇を巧みに組み
合わせた整形式庭園と、先述したように、池に湿性植物
を配した自然風景式庭園にある（写真53）。
　整形式庭園は、植物を抽象的に、かつ幾何学的に刈り

込み、植物には見えないほどに形状を変えているが、こ
れは日時計で、その周囲には日影が落ちないように、明
るく保たれていた（写真47）。
　また、オブジェを見ても、作者の意図していることが
わかりにくく（写真48）、これがイギリスの前衛的なデ
ザインと受け止めた次第だ。
　見所は、高生垣を空間のフレームとして内側に花壇を
配した広場（写真49）、カラーリーフ（8）を活かしたトピ
アリー（2）（写真50）、生垣とボーダー花壇が調和したビス
タ（5）景観（写真51）、そしてお椀を伏せたような丸い築
山に円形の池を配した庭園などがあげられる（写真52）。
　後者の自然風景式庭園は、饒舌なデザインの整形式庭
園を通り過ぎた場に位置しているせいか、池、植物の自
然な形状をさりげなく配したシンプルなデザインに、
いっそうのやすらぎ感を覚える（写真53）。庭園の配置

写真45　ビスタ（5）の利いた刈り込みによる並木道

写真46　館の全景

写真47　幾何学的に刈り込まれた日時計

写真48　作者の意図がわかり辛いオブジェ

写真49　正面はヴィーナスの噴水池

写真50　カラーリーフ（8）のゲート
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に人間の心理を突く方法をみた。

４‒11　ケンジントンガーデンとケンジントン宮殿
　ケンジントンガーデンはロンドンの中心街にあり、面
積は110ha である。王族の狩猟地を解放したもので森・
草原・池などからなり（写真54）、林床の視線が遠くま
で見通せ、開放感があり気持ちが良い（写真55）。
　このような公園は、ヨーロッパの都市中心部によく見
られ、市民の憩いの場として親しまれている。
　公園の至るところに巨木が点在する（写真56）。この
ようなスケールの巨木は日本の公園では見ることは少な
い。日本の公園は太政官布達から130余年の歴史を持つ
が、木の生長振りが歴史の違いを証明していた。
　森と草原主体の公園だが、時間の流れを忘れるほど、

その場に佇んでいた。今日の日本の公園には修景・休養・
文化・遊戯・管理と称す施設が多すぎ、幕の内弁当のよ
うな思いをするのは筆者だけなのだろうか。そのような
公園とケンジントンガーデンを比べると、そのシンプル
さに驚き、実に清々しい印象を受けた。
　このような樹林と草原のなかで、キラリと光る屋根を
見た（写真57）。建物は透き通り、遠方から見ると、ま
るで林のなかに浮かんでいるように見えた（写真58）。
近づくと、それは売店と喫茶店の複合建築だった（写真
59）。一瞬、森林景観にはそぐわない建築と思ったが、

写真51　生垣とボーダー花壇

写真52　曲線による庭園

写真53　自然風景式庭園（リリーポンド）

写真54　森と草原

写真55　視線が通る林床

写真56　巨木
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なかに入ると360度のパノラマ景観が楽しめ、感動した。
　建築のデザインは人の嗜好により決められることで、
ここには規準はなく、これがイギリスの前衛的な建築デ
ザインと受け止め、考え方を改めた次第だ。
　ケンジントンガーデンのなかにケンジントン宮殿があ
る（写真60）。故ダイアナ妃が過した宮殿として知られ
ている。今日ではダイアナ妃を偲び、往時の華やかな生
活光景を紹介する記念館として開放され、多くの観光客
で賑わっていた。
　ケンジントン宮殿の中庭には、池を持つ、季節の花で
飾られたサンクンガーデンがある（写真61）。また、宮

殿の２階から見下ろせる位置に円形の花壇を見ることが
出来る（写真62）。いずれの庭にもダイアナ妃が好んだ
バラが植えられており、ここで憩いの一時を過されたの
であろう。見事に宮殿の景観を引き立てていた。
　そこから、まっすぐに延びた園路が見え、宮殿との境
に門扉が配されている（写真63）。そこには故ダイアナ
妃の写真や献花の花束が所狭しと飾られ（写真64）、冥
福を祈る人が絶えない。故ダイアナ妃の人気は永遠であ
ることを実感した。

写真57　金属板の屋根

写真58　森に浮かぶ

写真59　売店と喫茶店

写真60　ラウンド池から見た ケンジントン宮殿

写真61　サンクンガーデン

写真62　中庭
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５　おわりに
　訪れてわかったことだが、日本の店頭に並んでいるイ
ングリッシュガーデンの書籍の多くは、彩色鮮やかな花
壇や、お花畑の写真で飾られていることから、このよう
な庭園がイギリス庭園の主流かなと思っていたが、それ
は広大な庭園の一角に過ぎないことを確認した。
　訪れたすべての庭園といっていいほど、広大な敷地内
に残存する森林、池、川などの自然風景のなかに館が建
てられ、その中庭として、あるいは館から離れたところ
に壁や生垣で囲まれた空間に花壇、菜園、果樹園などが
造りこまれていたのである。そこには左右対称の整形式
庭園やトピアリー（2）の庭園もあり、人工的な庭園が内
在していた。したがって、イギリス式庭園とは必ずしも
すべてが自然風景式の庭園ではなく、現況の森、川など
の自然資源をそのまま活かした広大な庭園のなかに、小
面積の人工的な庭を挿入した庭園が、イギリス式庭園本
来の姿といえる。
　このようなことから、イギリス式庭園は森林、草原、
水辺が融合調和した風景が主役であるといえる。それで
は、管理はどのような状況かみると、専属のガーディナー
がキメ細かく作業をしていた。作業ヤードも充実してい
た。ゴミひとつ落ちていないことから清掃、除草が徹底
しているのだろう。草地の美しさには目を見張る。

　巨木のなかには、かつて植物ハンターが世界中から集
めたものもあった。世界中に植民地を有した大英帝国時
代の遺産であり、マルコポーロも多くの植物を持ち帰っ
たと聞き、その歴史は深い。巨木が多い由縁を理解した。
それから、ビスタ（5）の利かせ方、借景の取り入れ方が注
目された。並木、生垣、花壇で通景をつくり、その焦点
にオブジェ、彫刻、噴水が配され、景観を楽しむ手法は、
多くの庭園で用いられていた。また、展望台から庭園と
外部の丘陵地を一体的に捉えた景観を借景にする手法
は、日本の修学院離宮とは変わらない。遠近法による借
景の巧みな技をみた。

　最後に、今回のイギリス研修に参加した経緯を述べて
おく。イギリスは青年期にヨーロッパを訪れたとき、行
きそびれた国で、かねてより訪問したい国の一つであっ
た。折りしも昨年度、本学建築・環境デザイン学科のラ
ンドスケープ教員に採用され、「庭園の歴史」の授業を
持つことになった。実はこれがイギリス行きを決断させ
たのである。
　なぜならば、筆者は百姓高校の出身で、造園を少しか
じったものの、庭園の歴史についての知見は素人に近く、
庭園の本質論を理解していなかったのである。それで講
義をするのは学生に申し訳なく思い、庭園の知見を深め
るために急遽、奈良、京都、兵庫、鳥取、そしてイギリ
スの庭園見学を実施したのである。タイムリーにNPO
法人国際造園研修センターから、イギリス庭園研修ツ
アーのお誘いを受け、同行した次第だ。
　本報告は、庭園の歴史４・５講目の講義資料をリライ
トしたものである。資料作成におきましては、ツアーに
お誘いいただき、イギリス庭園の歴史をご指導いただき
ましたNPO法人国際造園研修センター理事長の清水正
之先生、並びに奈良平城京跡の東院庭園見学時に案内指
導を賜りました、本学大学院研究科長・教授の浅川滋男
先生に衷心より謝意を表します。

参考文献・語句の説明
⑴　 武居二郎　尼崎博正（1998）『庭園史をあるく』昭和堂

p240、p241‒242。
⑵　 トピアリー：鳥・人物・幾何学模様などを表現した樹木の刈
り込み物。造園用語辞典 p382　東京農業大学（1985）

⑶　 小野まり（2006）『英国ナショナル・トラスト紀行』河出書房
新社 p44。

⑷　 The National Trust. “Scotney Castle Garden”. 1966, pp. 9, 12.
⑸　 ビスタ：一定方向に軸線をもった風景、および構成手法。見
通し、通景、見通し景と訳される。造園用語辞典 p428　東京
農業大学（1985）

⑹　 The National Trust. “Naimanzu Garden- Meseru famiri no 

写真63　宮殿からケンジントンガーデンをみる

写真64　正面ゲートのダイアナ妃を偲ぶ花束や写真
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Sumai e Yokoso”. （“Welcome to Nymans Garden and the 
Messel Family Rooms”.: Japanese guidebook）.

⑺　 コニファー：西洋で開発された品種で、ラインゴールドのよ
うに常緑の針葉樹をいい、寄せ植えや列植に多用される。

⑻　 カラーリーフ：カエデ類・ポインセチアのように、葉の色を
楽しむ観葉物をいう。

⑼　 The National Trust. “Stoaheddo he yokoso” （Welcome to 
Stourhead）

⑽　 English Heritage. “Sutonhennji” （Stonehenge）. 2005, pp. 5, 

33‒40.
⑾　 Picture postcards purchased Locally

※　 お読みいただきまして、ありがとうございます。ご感想、ご
意見がございましたら望外の幸せです。

　　 Mail:nak-fumi@kankyo-u.ac.jp

 （受付日2010年１月21日　受理日2010年２月24日）




